
財
政
状
況
の
見
通
し 

借
金 

（億円） 

0
H15 H16 H17 H18

21,000

22,000

23,000 22,704
22,533

22,071

21,423

H19

20,829

（年度） 

市債残高 

H21 H22 H23 H24（年度） 

7,813

0

7,800

7,900

7,700

7,600

7,500

7,845 7,836 7,827
＝歳入 ＝歳出 

263 
億円の 
不足 

273 
億円の 
不足 

272 
億円の 
不足 

267 
億円の 
不足 

（億円） 

7,546
7,582

7,563 7,555 7,546
7,582

7,563 7,555

見
直
し
ま
す
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お
金
の
使
い
方
、 

集
め
方 

こ
れ
ら
の
努
力
を
続
け
、 

健
全
な 

財
政
運
営
を 

続
け
て 

い
き
ま
す 

厳
し
い
状
況
に
あ
る
市
の

財
政
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
工
夫
を
し
て
い
ま
す 

積
み
立
て
を 

す
る
な
ど
し
て
、 

着
実
に 

返
済
し
て
い
ま
す
。 

こ
こ
数
年
は
、 

返
済
す
る
額
以
上
の 

借
金
を
し
な
い
よ
う
に 

し
て
い
る
た
め
、 

残
高
は
前
年
度
比 

二
・
八
％
減
で
、 

四
年
連
続
で 

減
少
し
て
い
ま
す 

借
金
は
ち
ゃ
ん
と 

返
し
て
い
る
の
？ 
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学校89999
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2兆829億円 
市債残高 

110万円 
市民一人当たりでは 

20年4月１日現在の人口 
（国勢調査ベース）で 
除して算出 

平成19年度末 
市債残高 

具
体
的
な
使
い
道
は
… 

一般会計 
1兆887億円 

企業会計 
9,881億円 

一般会計 
1兆887億円 

企業会計 
9,881億円 

特別会計 
61億円 

道路橋りょう 
2,755億円 

地下鉄 
4,302億円 

下水道 
3,417億円 

水道 
1,625億円 

公園979億円 

学校835億円 

その他 
2,285億円 

※ 
特別な市債 
2,574億円 

道路橋りょう 
2,755億円 

地下鉄 
4,302億円 

下水道 
3,417億円 

水道 
1,625億円 

公園979億円 

学校835億円 

その他 
2,285億円 

※ 
特別な市債 
2,574億円 

その他 
537 
億円 

借
金
は
ど
の
く
ら
い 

あ
る
の
？ 

 

※本来、国が現金で
交付すべきものな
どについて、市が
一時的に借金して
賄っているもの。
返済のためのお
金は国から交付さ
れる地方交付税で
補てんされます 

市営住宅 
563億円 

札幌ドーム 
349億円 

清掃 
547 
億円 

建設した時の費用は、
約35％が市税などで、
約32％が借金、約
34%が国からの補助
金で賄われています。 

例：屯田北小学校の 
建設費内訳 

※借金の返済に必要なお金の一部は、国から交付
される地方交付税で補てんされます 

合計20億4,400万円 

市税など 
7億1,100万円 

国からの補助金 
6億8,800万円 

 

市債 
6億4,500万円※ 

市税など 
7億1,100万円 

国からの補助金 
6億8,800万円 

 

市債 
6億4,500万円※ 

市
の
財
政
は
、入
っ
て
く
る 

お
金
が
増
え
な
い
一
方
で
、 

ど
う
し
て
も
掛
か
る
お
金
が 

増
え
て
い
く
状
況
が 

続
い
て
い
ま
す 

収入が伸びない原因 
●市税が伸びない 
●地方交付税の減少 

どうしても掛かるお金 
●医療や介護、生活保護に 
  掛かるお金 
●人件費や借金の返済金 

260億円は、 
小学校約13校分の 
建設費と同額！ 

4年間の財政状況の予想 

263億～273 
億円の収入 
が不足！ そ

の
た
め
、今
後
し
ば
ら
く
は
毎
年
二
百
六
十
億

円
以
上
の
収
入
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す 

事務事業の見直し 
人件費の見直し 

サービス水準や利用 
する方の負担の見直し 
 

公共事業は必要性の 
高いものに重点化 
 

使う見込みのなくなった 
土地を積極的に売却 
 

まず市役所が努力 
 

サービスの見直し 
 

事業の重点化 
 

市の財産を有効活用 
 

借
金
残
高
は
二
兆
円
を 

超
え
て
い
ま
す
。 

道
路
や
地
下
鉄
な
ど
の
施
設
は 

多
額
の
建
設
費
が
掛
か
る
た
め
、

造
る
年
の
税
金
だ
け
で
な
く 

借
金
を
し
て
造
っ
て
い
ま
す
。 

次
の
世
代
を
含
め
、使
う
人 

み
ん
な
で
費
用
を
公
平
に
負
担 

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、 

借
金
を
す
る
大
き
な
理
由
で
す 


